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大分県議会議員 自由民主党

宮成公一郎 （竹田市選挙区） 一般質問の録画映像はコチラから→

（大分県議会 HPにリンク）

令和5年第3回嗅議会定例会。梅雨前線豪雨からの復1日・復興費、約 101億円を含む総額 192億 2400万円の補

正予算案をはじめ9議案を原案どおり可決し、 10月4日に閉会しました。

今議会では初めての一般質問も経験させていただきましたので、本号では質問の項目と答弁に対して述べた意見を

お伝えするとともに、 8月に行った隈外調査の概要及び加入している議員連盟について報告します。

■
一
般
質
問

0
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担

い

手
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足
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策

に
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働

き
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問
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、

今

後

も

続
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て
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問

題

で

あ

り

、

更

に

深
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を
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の
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地

域
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問
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、
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〇

農

業

の

振

興

に

つ

い

て

(
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)

大

野

川

上

流

地

域

の

営

農

振

興

に

つ

い

て

人

口

は

減

っ

て

も

土

地

の

面

積

は

減

ら

な

い

。

農

家
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が

減

る

中

で

農

地

を
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効

活

用

す

る

た

め

に

は

、

生

産

基

盤

の

安

定

と

強

化

が

必

要

不

可

欠

。

地

元

に

無

理

の

な

い

費

用

負

担

を

お

願

い

し

た

い

。
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農

林

水

産

業

の

担

い

手

確

保

に

つ

い

て

国

策

で

あ

る

農

業

は

個

人

の

経

営

努

力

だ

け

で

は

ど

う

に

も

な

ら

な

い

。

一

次

産

業

を

蔑

ろ

に

す

れ

ば

、

必

ず

手

痛

い

し

っ

ぺ

返

し

を

食

ら

う

。

今

後

も

し

っ

か

り

と

担

い

手

確

保
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お

願

い

し

た

い

。

〇

祖

母

・

傾

・

大

崩

ユ

ネ

ス

コ

エ

コ

パ

ー

ク

に

つ

い

て

今

後

、

人

口

が

減

少

し

て

も

本

県

が

有

す

る

山

、

海

、

川

、

高

原

、

渓

谷

、

温

泉

等

の

自

然

壊

境

は

、

輝

き

を

放

ち

続

け

る

。

ア

ウ

ト
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に

マ

ッ

チ

し

た

取

り

組

み

を

更

に

進

め

て

い

た

だ

き

た

い

。

0
ふ

る
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と

納

税

に

つ

い

て

返

礼

品

の

範

囲

が

広

い

県

は

、

市

町

村

と

同

じ

土

俵

で

戦

う

べ

き

で

は

な

い

。

市

町

村

と

連

携

を

図

り

な

が

ら

共

に

相

乗

効

果

を

得

ら

れ

る

よ

う

受

入

れ

を

積

極

的

に

進

め

ら

れ

た

い

。

0
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に

つ

い

て

(

1

)

県

職

員

の

人

材

確

保

に

つ

い

て

職

員

の

人

材

確

保

は

、

自

治

体

間

や

民

間

企

業

と

の

競

合

が

今

後

一

層

激

し

く

な

る
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嗅

職

員

の

魅

力

を

し

っ

か

り

ァ

ピ

ー

ル

し

、

若

者

か
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憧

れ

ら

れ

る

存

在

と

な

る

よ

う

取

り

組

み

を

進

め

ら

れ

た

い
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(

2
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市

町

村

に

お

け

る

行

政

D
Xの
推

進

に

つ

い

て

人

口

減

少

が

続

き

公

務

貴

の

数

が

減

っ

て

も

、

業

務

量

を

減

ら

す

こ

と

な

く

事

務

の

正

確

性

を

保

っ

た

め

に

は

デ

ジ

タ

ル

化

や

D
Xの
推

進

は

欠

か

せ

な

い

。

県

と

し

て

市

町

村

を

支

え

な

が

ら

推

進

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

広島市安佐南区。住

宅地から至近で発生
した大規模災害。平

成 26年豪雨では死
者 77名、全壊家屋
179戸。
ヽ
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平成 30年の災害が記懐に新しい真備
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広島市安佐南区。住

宅地から至近で発生
した大規模災害。平

成 26年豪雨では死
者 77名、全壊家屋
179戸。

住宅地の背後には大
規模な砂防ダムの姿。

この傍らには規制対

象外で開発され、被

災した住宅の跡が残

る。

「災害を風化させな

い。」（地元住民）

今夏、被災地に災害

を伝承するための施

設が完成。

既に多くの見学者の

姿があった。

＇こ町，．—-T-マニ99 9.'.ii,

平成 30年の災害が記憶に新しい真備
町。河川の合流点を変更（付替え）

することで治水安全度の向上を期す。

想定以上の大規模工事。

後学のために長大橋 （因島大橋）建設
に至る経過と技術の一端を学ぶ。

海底トンネルとの相違点についても言及。

景観行政の魁でもある倉敷市「美観
地区」。IBJ並み保存に呼応し多くの文

化施設が集結し、 300万人を超える
観光客を呼び込む。

ーーマ漕］

美観地区や大型商業施設の賑わいを

市街地中心部に波及させるための拠

点「あちてらす倉敷」。賑わい創出に
加え防災や景観にも配慮している。

■県
外
調
査

土
木
建
築
委
員
会
の
県
外
所
管
事
務
調
査
で
岡
山
県
と
広
島
県
を

訪
ね
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
近
年
、
多
発
す
る
風
水
害
の
復

旧
状
況
と
関
連
す
る
対
策
で
あ
り
、
倉
敷
市
真
備
I
E
J
や
広
島
市
安
佐

南
区
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
や
長
大
橋
建
設

に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
し
た
。

■
実
り
の
秋
、
五
穀
豊
穣
に
沸
い
た
山
間
の
里
も
紅
葉
の
季

節
を
迎
え
。
冬
支
度
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
議
員
任
期
は

4
年
。
半
年
が
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
は
既
に

1
-
8
を
終
え
た
と
い
う
こ
と
。
気
持
ち
が
急
ぎ
ま
す
。

■
様
々
な
課
題
整
理
と
解
決
に
向
け
足
を
速
め
ま
す
が
、
ま

ず
は
「
焦
ら
ず
慌
て
ず
」
。

＿
足
＿
足
、
歩
を
進
め
ま
す
。

■
慌
た
だ
し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
が
皆
様
も
健
康
第
＿
、
安

全
第
＿
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

議員連盟の名称 加入議員数

大分県議会スポーツ議員連盟総会 43 

大分トリニータを支援する議員連盟 42 

大分県議会芸術文化振興議員連盟総会 43 

大分県ボーイスカウト・ガー）レスカウト活動振興議員連 42 

大分県九州中央 3 嗅（熊本・大分•宮崎）議員連盟総会 ， 
大分票森林・林業活性化促進議貴連盟総会 42 

大分県観光振興議員連盟総会 43 

大分県議会海上保安議員連盟 27 

大分県議会武道教育推進議員連盟総会 31 

北朝鮮拉致問題解決促進大分県議員連盟総会 30 

大分県防衛議員連盟総会 29 

大分県議会日台友好議員連盟 43 

■議
員
連
盟

大
分
嗅
議
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
議
員
連
盟
が
あ
り
、
議
員
や

会
派
の
意
向
に
よ
っ
て
個
人
の
立
場
で
加
入
し
て
い
ま
す
。

私
は
次
の

12
の
議
員
連
盟
に
加
入
し
、
議
員
と
し
て
の
見

識
を
広
め
、
深
め
、
高
め
る
た
め
に
各
連
盟
の
事
業
計
画
・

予
算
に
従
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
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